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2

本日の学習目標

① 大学教育にＦＤが必要
な理由を説明できるな理由を説明できる。

② 職員がＦＤに関わる
理由を説明できる。

③ 自大学の職員が可能な

33

③ 自大学の職員が可能な
ＦＤに関する取組を提案
できる。

3

はじめに

この講義における 「教職協働」 の定義

「教員と職員が同等の立場で業務を行うことによって
結論を導く、又は成果物を完成させること。」

→ 会場設営、資料印刷など
単純業務のみに職員が関わる場合を除く。
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１．ＦＤとは何か

教員が授業内容 方法を改善し向上させるための組織的な取組教員が授業内容 方法を改善し向上させるための組織的な取組

ファカルティ・ディベロップメント
（Faculty Development）

教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取組教員が授業内容・方法を改善し向上させるための組織的な取組
の総称の総称。具体的な例としては，教員相互の授業参観の実施，授業
方法についての研究会の開催，新任教員のための研修会の開催
などを挙げることができる。なお，大学設置基準等においては，こ
うした意味でのＦＤの実施を各大学に求めているが，ＦＤの定義・
内容は論者によって様々であり，単に授業内容・方法の改善のた
めの研修に限らず 広く教育の改善 更には研究活動 社会貢献めの研修に限らず，広く教育の改善，更には研究活動，社会貢献，
管理運営に関わる教員団の職能開発の活動全般を指すものとし
てＦＤの語を用いる場合もある。

中央教育審議会答申「学士課程教育の構築について」（用語解説）から

55

１．ＦＤとは何か

「カリキュラム改革を図ってゆくこと、成績評価を厳格公平に行う
こと、新しい同僚を援助し育ててゆくこと、こうしたことすべてが実すべてが実
はＦＤ活動はＦＤ活動であって、授業の一コマ一コマをこなしてゆくことだけ
ではない」（寺崎昌男「日本経済新聞」2007年3月19日）。

立命館大学のFDの定義
「建学の精神と教学理念を踏まえ、学部・研究科・他教学機関が
掲げる理念と教育目標を実現するために、カリキュラムや個々のカリキュラムや個々の
授業授業についての配置・内容・方法・教材・評価等の適切性に関し
て 教員が職員と協働し 学生の参画を得て 組織的な研究・研

6

て、教員が職員と協働し、学生の参画を得て、組織的な研究・研
修を推進するとともに、それらの取組の妥当性、有効性について
継続的に検証を行い、さらなる改善に活かしていく活動」
(2007/05/07教学対策会議）
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ファカルティ・ディベロップメントの内容（平成18年度）

１．ＦＤとは何か

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daigaku/04052801/002.htm 77

FDとは教育・学習効果を最大限に高めることを目指した、

１．はじめに

（１）愛媛大学のFDポリシー

１．ＦＤとは何か

(1) 授業の改善（ミクロ・レベル）

(2) カリキュラムの改善（ミドル・レベル）

(3) 組織の整備・改革（マクロ・レベル）

への組織的な取組の総称への組織的な取組の総称

（教育学生支援会議決定 2007）
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個々の授業をより良いものにするための取組。具体的には、授
業評価アンケ ト 教員相互の授業参観 授業コンサルテ

１．はじめに

第１層（ミクロ・レベル）：授業の改善 (Instructional Development)

１．ＦＤとは何か

業評価アンケート、教員相互の授業参観、授業コンサルテー
ション、教授法に関する講演会、シンポジウム、ワークショップ、
セミナーなどがこれにあたる。

具体例：中間期の振り返り（Midterm Student Feedback）
コンサルタントが、授業に入り、学生から当該授業の良い点、改善して

ほしい点を具体的に聞き出す。この間、授業担当者は教室外で待機す
る 後日 サ タ トがクライ トに結果を伝え そのデ タを基にる。後日、コンサルタントがクライアントに結果を伝え、そのデータを基に、
両者が課題解決策を検討する。授業アンケートに比べて、詳細で膨大、
かつ公平なデータを収集することが可能であり、教員の行動改善に結
びつきやすい。

99

学部、学科、課程、コース等において提供されるカリキュラムや
教育プログラムをより良いものにするための取組 具体的には

１．はじめに

第２層（ミドル・レベル）：カリキュラムの改善 (Curriculum Development)

１．ＦＤとは何か

教育プログラムをより良いものにするための取組。具体的には、
カリキュラム・ポリシーの制定、授業科目の新設・改廃、授業科
目間の関連性の検討、カリキュラムの現状診断・評価・開発、ま
たこれらに関わるセミナーなどがこれにあたる。

具体例：教育コーディネーター研修会
「学士課程の体系化」をテーマに、2006年度から実施されている。学

部代表者等に対して 先進事例の学習 作業シミ レ ション 各学部部代表者等に対して、先進事例の学習、作業シミュレーション、各学部
での検討、発表を繰り返しながら、学位授与方針（DP）、教育課程方針
（CP）、入学者受入方針（AP）の策定と一貫性構築、ならびにカリキュラ
ムアセスメント手法の策定といったアウトカムを残してきた。
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教育・学生支援に関わる組織の構造や組織間の関係をより機
能的なものにするための取組 具体的には 教育・学生支援に

１．はじめに

第３層（マクロ・レベル）：組織の整備・改革 (Organizational Development)

１．ＦＤとは何か

能的なものにするための取組。具体的には、教育 学生支援に
関わる委員会の設置・改廃、各委員会の役割の検討、組織の
現状診断・評価・再編、組織間での連携協力、管理職等を対象
とした各種研修会がこれにあたる。

具体例：教育企画室の設置
機構長の指示の下、愛媛大学の教育に関する諸課題について調査･

研究を行うと共に その成果を実際の教育活動に適用し 本学の教育研究を行うと共に、その成果を実際の教育活動に適用し、本学の教育
改革を推進することを目的として、2006年4月に設置。2009年から「教
育・学習支援」「教育調査・分析」「学生能力開発」の３教育研究部門を
設置し、3人の専任教員、5人の兼任教員、5人の研究員、5人の兼任職
員を配置。

1111

２．ＦＤはなぜ必要になったか

○ 組織的な研究・研修の実施

大学審議会答申
「２１世紀の大学像と今後の改革方策について」（1998）

→ ＦＤの努力義務化を提言

真に教育の質の充実を図るためには教育の質の充実を図るためには，教員自身が教育者としての責任を
これまで以上に自覚し，自己の教授能力の向上のために不断の努力を重ね，
学生の学習意欲を喚起するような授業を展開していくことが必要学生の学習意欲を喚起するような授業を展開していくことが必要である。

大学進学率の上昇に伴い，大学に入学してくる学生の多様化学生の多様化が進むととも
に，生涯学習機関としての大学に対する期待がこれまでになく高まっている。

大学がこれらの多様な要請等にこたえ，より質の高い教育を提供していく
ためには，個々の教員の努力はもとより，大学あるいは学部・学科としての教個々の教員の努力はもとより，大学あるいは学部・学科としての教
育目標を明確に示し その目標実現のための授業科目の開設及びカリキュラ育目標を明確に示し その目標実現のための授業科目の開設及びカリキュラ育目標を明確に示し，その目標実現のための授業科目の開設及びカリキュラ育目標を明確に示し，その目標実現のための授業科目の開設及びカリキュラ
ムの編成を行い，各教員はその趣旨に沿った授業内容・方法を決定するといムの編成を行い，各教員はその趣旨に沿った授業内容・方法を決定するとい
う一連の取組が必要う一連の取組が必要である。

★ 教育の質の充実
・ 学生の学習意欲の喚起
・ 教育改善への組織的対応

の必要性を提言
1212
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２．ＦＤはなぜ必要になったか

「進学率の上昇に伴い」 ユニバーサル段階へ移行

学生の多様化学生の多様化

大学、短期大学の進学率は ５６％（20年前に比べ20%増）

◆ 履修歴
ＡＯ入試、社会人入試など受入方法の多様化による履修歴
の多様化

◆ 学習動機◆ 学習動機
「やりたいことがあるから授業で学ぶ」のではなく、
「授業をとおしてやりたいことを見つけたい」学生の多さ

→ 教育の質保証、出口管理にも影響。
1313

２．ＦＤはなぜ必要になったか

第２章 学士課程教育における方針の明確化

中央教育審議会答申
「学士課程教育の構築に向けて」（2008） 目次から

第 章 学 課程教育 おける方針の明確化
第１節 学位授与の方針について

～幅広い学び等を保証し，２１世紀型市民にふさわしい
学習成果の達成を～

第２節 教育課程編成・実施の方針について
～学生が本気で学び，社会で通用する力を身に付けるよう，

きめ細かな指導と厳格な成績評価を～
第３節 入学者受入れの方針について

～高等学校段階の学習成果の適切な把握・評価を～

→ やはり教育の質保証、出口管理が求められている。
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２．ＦＤはなぜ必要になったか

・ 「何を教えるか」よりも「何ができるようになるか」

○ 今の大学教育に求められていること
教育の質保証

教育の視点を「学生中心」に転換
（知識 「教授 ら学生 主体的 学び 「支援 ）

・ 学習意欲や目的意識の希薄な学生に対し，
どのような刺激を与え，主体的に学ぼうとする姿勢や態度を
持たせるか

中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向けて」 より

（知識の「教授」から学生の主体的な学びの「支援」へ）

そのためには個々の教員の努力のほか、大学としての教育目標
の設定や、適切なカリキュラムの編成など、組織的支援も必要
不可欠。

ＦＤによる教員支援が必要に 1515

３．職員はＦＤに関わる必要があるか
これまでにはなかった業務（ＦＤ）は、誰の役割か。

教員（ＦＤ担当者等）の役割が大きいのはもちろんだが、

・ 「教授方法の改善」でなく、「学びの支援」の視点から、
職員も積極的に取り組めるのではないか。

・ 教員や学生への組織的支援は、そもそも職員の
「本務」ではないか。

→ 職員によるＦＤの取組や教職協働も可能では？

1616

・教員（学生の「支援者」）への支援→ＦＤへの関わり
・学生への直接的支援

○ 職員（大学組織）の役割

 職員によるＦＤの取組や教職協働も可能では？

16



9

2006年

教育企画室、教育企画チームの協働開始

４．愛媛大学における実例
教育企画に関する教職協働の経緯

2007年

教育コーディネーター研修会の本格始動

2008年

教 、教 働開

2008年

教育企画課の設置

2008年～

「四国地区大学教職員能力開発ネットワーク」(SPOD)設置
17

（参考） 教育・学生支援機構 教育企画室について

目 的
機構長の指示の下、愛媛大学の教育に関する諸課題について調査･研究を行う
と共 そ 成果を実際 教育活動 適用 本学 教育改革を推進する と

４．愛媛大学における実例

と共に、その成果を実際の教育活動に適用し、本学の教育改革を推進すること

業務の柱
① 全学的な教育課題に関わる調査･研究
② ファカルティ･ディベロップメント
③ 授業評価及びシラバス
④ 学生の学習支援及び能力開発

機構長（１）

企画室長（１）

部 門
①教育・学習支援部門
②教育調査分析部門
③学生能力開発部門

副室長（２）

教員
（６）

研究員
（５）

職員
（５）

※ 教育企画課及び
リーダー養成能力開発室から参画

18
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４．愛媛大学における実例

（１） 教育コーディネーター研修会

ＦＤ に関する教職協働の例

（ ） 教育 ィ 研修会
（２） 教育企画室ミーティング

① 単位制度の実質化ＷＧ
② シラバスの手引き作成ＷＧ

（３） ＳＰＯＤ事業運営
（４） 施設マネジメント委員会

愛大ミ ズラウンジ利用検討専門部会愛大ミューズラウンジ利用検討専門部会

1919

・ 2007年度「学士課程の体系化～DP・CP・APの策定と一貫性構築～」
・ 2008年度「カリキュラムの体系化と授業改善～ カリキュラムマップの作成と

グ ポ オ開発

４．愛媛大学における実例

（１）教育コーディネーター研修会における協働

ティーチング・ポートフォリオ開発 ～
・ 2009年度「学士課程教育の体系化～カリキュラム・アセスメントと単位制度

の実質化～ 」

・ モデル提示 → 学部持ち帰り → 中間発表 → 最終発表の順で作業を進め、
年間4～5回程度の開催で作業を完了し、成果物を公表。

（教育コーディネーターとは）
2006年度に誕生した、学部・学科の教育責任者として教育方針の立案、

カリキュラムの編成、教育内容・教授法の改善、教育効果の検証などを担う
「教育重点型教員」。学科や教育コースごとに最低一人が配置され、現在
67人（2009.9）。当該学部長の推薦に基づき、役員会の承認を経て、学長が
任命。原則1期2年、2期。

2020
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４．愛媛大学における実例

○ 職員の主な役割 ○ 教員の主な役割

（１）教育コーディネーター研修会における協働

・年間スケジュール案の作成
・必要資料の作成、準備
・参加者の確認
・当日の運営・進行管理
・外部講師等との調整

・年間テーマの立案
・必要資料の作成、準備

・当日の司会進行

・外部講師等の選定

2121

（例） 2008年度教育コーディネーター研修会スケジュール

「カリキュラムの体系化と授業改善
～ カリキュラムマップの作成とティーチング・ポートフォリオ開発 ～」

４．愛媛大学における実例

カリキュラムマップの作成とティ チング ポ トフォリオ開発 」

◆第１回研修（６月５日）１３：３０～１６：００
・ 説明「今年度のテーマと研修会の進め方について」（教育・学生支援機構長）
・ ワークショップ「カリキュラムマップの作成シミュレーション」（教育企画室）
◆第２回研修（８月６日）１５：００～１７：３０
・ 課題提示「カリキュラムマップの作成について」（教育・学生支援機構長）
◆第３回研修（１１月１０日）１３：３０～１６：００
・ 報告「カリキュラムマップの作成進捗状況」（各学部統括教育コーディネーター）

22

報告「カリキュラムマップの作成進捗状況」（各学部統括教育コ ディネ タ ）
◆第４回研修（翌年１月２９日）１３：３０～１７：００
・ 学長挨拶
・ 各学部等最終報告「カリキュラムマップの作成」

（各学部統括教育コーディネーター）
※ カリキュラム・マップ作成に関係する議題のみ掲載

22
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４．愛媛大学における実例

カリキュラム・マップの作成風景

学問分野の多様性を表現する多様な簡易マップ

23

４．愛媛大学における実例
作成したカリキュラム・マップ

理学部数学科 24
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教育企画室では、週１回定期的なミーティングを開催している
ほか、教育に関する各種検討課題に機動的に対応するため
教職員混成のＷＧを設置し、活動している。

４．愛媛大学における実例
（２） 教育企画室ミーティングにおける協働

教職員混成のＷＧを設置し、活動している。

（例１） 単位実質化（GPA,CAP,成績評価法等）に係るＷＧ
学内での実施状況、政府の施策、 他大学での事例等の調査
分析を分担、提言（素案）をまとめ、教育企画室に報告、審議。
（教員３名、職員１名で構成）

平成２０年
５月 ＷＧの結成、始動
６月～ ＷＧの役割分担、各自調査検討
９月～ ＷＧまとめ → 教育企画室審議 →決定

→ 全学の会議（教育学生支援会議）へ

→ 本報告を受け、
・ ２０年１１月 シラバスフォーマットの改定
・ 現在 全学的なＣＡＰ制導入に向けて検討中

2525

４．愛媛大学における実例

（２） 教育企画室ミーティングにおける協働
（例１） 単位実質化（GPA,CAP,成績評価法等）に係るＷＧ

・提言書策定スケジュール作成
・基礎資料（法令、答申等）作成
・担当部分の検討、執筆

（全学的なCAP制導入）

○ 職員の主な役割 ○ 教員の主な役割

・担当部分の検討、執筆
（全学的なGPA制導入等）

・ＷＧの司会進行（座長）

・提言書とりまとめ（座長）

2626



14

４．愛媛大学における実例

（例２） シラバスの書き方手引き作成ＷＧ
シラバスフォーマットの改定が決定した後、シラバス作成に関係す
る部局（教育企画室担当、システム担当、図書担当等）のメンバーる部局（教育企画室担当、シ テ 担当、図書担当等）の ン
で結成された。作成案は教育企画室に報告、審議。
（教員１名、職員５名で構成）

平成２０年
１１月上旬 ＷＧの結成、始動

役割分担、各自検討・作成
ＷＧ全体での検討ＷＧ全体での検討

１１月中旬 教育企画室審議（２回）
１１月下旬 ＷＧでのまとめ
１２月 全学の会議（教育学生支援会議）

へ提案、了承

2727

４．愛媛大学における実例

（例２） シラバスの書き方手引き作成ＷＧ

・担当部分の検討、執筆
・作成案の検討
・作成案のとりまとめ
・最終案作成

○ 職員の主な役割 ○ 教員の主な役割

・作成案意見
・作成案の検討

2828
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４．愛媛大学における実例
（３） ＳＰＯＤ事業運営

○ ネットワークコア運営協議会等 の企画運営
・ 議題提示、資料作成、内容説明等、会議参加等

特に教員、職員の区別なく必要に応じて担当

○ ＳＰＯＤフォーラムの企画運営
・ 内容企画、参加者募集、スケジュール調整

運営業務、講義講師 等
特に教員、職員の区別なく必要に

応じて担当応じて担当

→ 会場設営、資料印刷などの
単純業務も、主に職員と研究員
が分担して担当。

ネットワークコア運営協議会
29

４．愛媛大学における実例

○ 職員の主な役割 ○ 教員の主な役割

（３） ＳＰＯＤ事業運営
ネットワークコア運営協議会等 の企画運営

・全体的な議題案の作成
・資料作成
・会議運営・進行管理
・資料説明
・意見発言
・総合司会

○ 教員の主な役割

・議題の提案
・資料作成

・資料説明
・意見発言
・総合司会総合司会

職員・教員共にメインテーブルに座って議論

30 30



16

４．愛媛大学における実例
（４） 施設マネジメント委員会

愛大ミューズラウンジ利用検討専門部会

「学生中心の大学」づくりの観点から 学習環境の充実及び

（教員３名、職員（施設担当者、入居部局担当者等）６名、学生２名で構成）

「学生中心の大学」づくりの観点から、学習環境の充実及び
学生支援の充実を図るため、ラウンジ（共同利用スペース）
の利用計画を策定するための専門部会を設置して検討。

→ 利用者の視点も踏まえつつ、自主学習スペースとして
時間外学習の促進に向けて、各スペースの利用目的や
利 態を定め 必 な設備備 を整備する とを決定利用形態を定め、必要な設備備品を整備することを決定。

31 31

４．愛媛大学における実例

○ 職員の主な役割 ○ 教員の主な役割

（４） 施設マネジメント委員会
愛大ミューズラウンジ利用検討専門部会

・資料作成
・意見発言
・会議運営・進行管理
・業者等との調整
・総合司会

○ 職員の主な役割 ○ 教員の主な役割

・提案書の作成
・意見発言

職員 教員共にメイ ブ に座 議論職員・教員共にメインテーブルに座って議論

32 32
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２F 南ラウンジ

名称案：ブックラウンジ
ターゲット：学生、教職員
誘発行動：読書、個別学習
リソース：書架、アームチェア（シングル）

概 要

● 計画したラウンジのイメージ（一例）

１．入口正面に背合せで書架を配置しました。
２．中央に円形状のテーブルを配置し、ミーティ

ングができるスペースとしました。

３．窓際には一人掛けアームチェアを配置し、
それぞれテーブルを付属させました。窓の外
を見ながらくつろぐスペースです。

レイアウト内容

一部壁面にも配置しました。

４．南側コーナーにコーナーソファを配置し、
若干大きめの資料等を広げることができます。

33 33

共通教育学生アンケート調査結果
肯定的評価（「強くそう思う」＋「まあそう思う」）の割合

90

％
改善度

満足度

４．愛媛大学における実例
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休退学学生数（学部）

291

280

300

人 退学者数

休学者数

４．愛媛大学における実例

206
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243 242
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200

220

240
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162 142 142

149

134

100

120
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14 15 16 17 18 19 20 年度

3535

文部科学省ＧＰ（Good Practice）採択件数一覧（単独申請分）
5

採択件数

４．愛媛大学における実例

2

3

4

0

1

15 16 17 18 19 20
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50

卒業予定者アンケート

（愛媛大学での生活を振り返り，全般的に満足していますか）

４．愛媛大学における実例

37

33

30

40

45 45

30

35

40

45

①満足だった

（％）

30

20

25

30

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

37 37

○ 教職協働のコツを挙げるなら…

（組織力）

（取り組みやすい業務分野）

■ これまでにない新たに生じた業務分野

（組織力）
■ 取組のための組織体制（場）の構築
■ 幹部や上司、教員の理解

（知識力）
■ 法令や政策動向に関する最新の知識
■ 取組分野に関する専門知識 （放送大学等を利用）

（説明力）
■ 筋道を立てた話し方 ■ 文章力の強化

（信頼感）
■ 諸雑務の積極的な引き受け（正確、迅速な対応）

38 38
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① 大学が、 の時代を迎え、学生が する中
で、その教育においても、知識の から学生の

的な学びの への視点の転換が求めら

まとめ

的な学びの への視点の転換が求めら
れている。

② そのためには教員個々の努力のほか、大学としての
の設定や、それにふさわしいカリキュラム編成

など、 も必要不可欠である。

3939

③ でなく の視点からは、職員がＦＤに
積極的に取り組むことが可能ではないか。

39

あなたが考える教職協働の取組とは？

まとめ

あなたが考える教職協働の取組とは？

（活動宣言！）
いつ？ 誰に？ 何を？

4040

いつ？ 誰に？ 何を？

40
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本日の講義は以上で終了です
皆様お疲れ様でした 4141


